電源スイッチを r 入 J にして電源を入れる 

バンド切換スイッチで FM/TV (1-3)、または AM を選ぶ 

TV (1-3 ch ) 放送を聞く場合は FM に合わせます。 

選局つまみを回して聞きたい放送局を選ぶ 

放送を受信すると同調インジケーターび点灯します。 

音量つまみを回して音量を調節する 


受信状態を良くずるには 

FM / TV (1—3) 放送 AM 放送 

□ッドアンテナを伸ばし、受信状態び 指向性のあるアンテナを内蔵している 

最も良くなるように長さやち度を調節 ので、受信状態び最ち良くなるように 

します。 ラジオの向さを変えてください。 


ごを意 

U チウム電ミ也は非南時にお使いいただくことを想定して内蔵していますので、通甫は乾電化を 
お使いください。 


使ラ電池によって電池切換スイッチを切り換えてくださし、 

単1、単2、単3お乾電池：「主電池」側 
リチウム電池：「1」チウム電池」側 


電源を切るには 

電源スイッチを「切」にします。 



□ッドアンテナの角度を調節するときは、付け根の部分 
を持ってください。先端部分を持ったり過剰な力を加え 
ると、アンテナを破損することびあります。 




同調インジ 
ケータ- 


ラジオを聞 < 


巧常時に役立つ非常用ラジオ 

• 単1、単2、単3、いずれかの乾電池2本で使えます（マルチバッテ U —ち式)。 

また、長期保存に適した U チウム電池 t を内蔵しています。 

• 大きな音量で非常事態を周囲に知らせる非常用ブヴー搭載。 

• 乾電池の残量びわかるノ（ッテリーチェック機能。 

• 暗いところでの選局に便利なダイヤル照明機能。 

• 多少の雨や雪、水しぶをのかかるところでを使える防滴機構 W 。 

* 一般の乾電池に比べてなを性能び良く、無使用の状態で長期保をびでさます。 

…このラジオの防滴の種類は防滴 II あ （ J に.日本工業規格）です。 

をかの雨や雪、水しぶき程度でしに5支障なく使用でさますび、水の中につけたり、湿気 
のをい風呂場などに長時間放置すると故障の原因となることびありまず。 


電池を入れる 

付属の単1形乾電池2個を入れます。 

また、単2形、単3形乾電ミ也でも使ラことびでさます。 



1 乾電池ぶたを開ける 

2 同じ種類の乾電池を、+と一の向きを正しく入れる 
ご注意 

• おの違ラ乾電池を混ぜて入れないでください。 

• 電ミせを出し入れずるとさは、指をはさまないよ5にごを意ください。 


予備用電ミ也には、 U チウムなどの可燃性物質び含まれていまずの 
で、下記のミ主意事項を守らないと発火、破裂により、 けび をしたり 
周辺の家財に損害を与えたりすることびあります。 

义の中にいれない。ショートさせたり、分解、加熱しない。 

コインやへヤーピンなどの金属類と一緒に携帯、保管ずるとショートすることびあ 
ります。 

充電しない。 

+と一の向さを正しく入れる。 

電池には直接八ンダ付けをしない。 


主な特長 


SONY. 3-800-837-06(1) 

TV (i-3ch) • FM/AM ラジオ 


取扱説明書*保証書 

お買い上げいただきありがとラございます 

- 盤化 I 電気製品は安全のための注意事項を守らないと、 

g ° 1 乂災や人身事故になることびあります。 

この取扱説明書には、事故を防ぐための重要な注意事項と製品の取り扱いかたを示しています。 
この取扱説明書と別冊の r 安全のために」をよくお読みのラえ、製品を安全にお使いください。 
お読みになったあとは、いつでち見られるところに必ず保管して<ださい。 


ICF - B100 


©1995 Sony Corporation Printed in Japan 


別売りのイヤホンで聞くとさは 

イヤホンを®イヤホン端テにつなざます。 

イヤホンをつなぐとスピーカーから音は出な<なります。 

ご注意 

• イヤホン使巧時は警報音を鳴5さないでください。警報音の音量は調節できません。大さ 
な音び出ますのでごを意ください。 

• 攫)イヤホン端子にイヤホンを差し込んでいないときは、必ず端テぶたを閉めておいてくだ 
さい。閉めないと、防滴効果びなくなりまず。 


A 警告 



テレビ放送の受信についてのごま意 

地上アナ□グテレビ放送は2011年7巧までに終了することび、国の法をによって定め5れ 
ています。地上アナ n グテレビ放送終了撥は、本機ではテレビの音声を聞くことはできま 
せん。 
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便利な機能を巧う 



■警巧音を鳴6すには 

非常用ブヴーボタンを押します。 

ボタンを押すだけで、電源の「入/切」に関係なく警報音び鳴ります。 

音を止めるには、非常用ブヴーボタンをもう1度押します。 

警報音の鳴りかた 

警報音はラジオびついているとをと、いないとさでは鳴りかたび異なります。また、 
使用している電池の種類や残量によってを、音や鳴りかた、音量などび異なります。 
ラジオ受信時：ピピピピピ…… 

ラジオ切時：ピピピ、ピピピ… 

ごを意 

• 警報音の音量は調節でをません。大さな音び出まずので、通常時の使用にはごま意<ださい。 
•警報音は、周囲の雑音や状況によって、周りに聞こえにくくなることびあ D まず。 


■ライトをほうには 

ライトボタンを押している間、ダイヤル目盛り板び照明されまず。 
このラジオは、手元を照らす程度の光量びあります。 

■キヤリングベルトをほラには 

付属のキヤ U ングベルトを本体側面のベルト通しにとりつけまず。 



■お圈でラジオを見つけるには 

付属の蓄光シールを目立つところに貼りまず。消灯後、約2時間光りますので、暗い 
ところでラジオを探すとさの目安となります。 

ごを意 

• 蓄光シールは明るいところで光を吸収し、その分だけ日音くなってから光を放出します。面 
だんは明るいところに置いてください。 

• 貼る場所を乾いた巧でよく面いてか5シールを貼って<ださい。また、粘着力び薄れるた 
め、一度貼った5取らないでください。 


電池を取り換える 


非常時に備えて、電ミ也の残量を定期的にお認し、必要なら新しい電池と取り換えてく 
ださい。 



電池残 量 


■巧電池の取り換え時期は 

電池の巧量の目まを知るには 

電池切換つまみを r 主電池」に合わせて、ラジオの電源をいれ、電池残量ボタンを押 
しまず。 


ランプ 
の状態 

意味 





残量は充分です 


心 


残量びかなくなって 
います 


讀另で 

電池びミ肖耗しています 

新しい電池に取り換えて<ださい 


電池の持続時間は 


(JEITA*) 


FM 

AM 

ソニー単 1お (R20) マンガン乾電池 

約160時間 

約170時間 

ソニー単2形 (R14) マンガン乾電池 

約74時間 

約79時間 

ソニー単3お (R6) マンガン乾電池 

約23時間 

約25時間 

ソニーリチウム電池 CR-123A 

約33時間 

約35時間 


JEITA (電子情報技術産業協会)規格による測定値でず。実際の電池持続時間は使用する機器 
の状況により変動する可能性びあります。 


■リチウム電池の取り換え時期は 


このラジオには、あらかじめ予備用の U チウム電池び入っていまず。この U チウム電 
池の残量び十分であれば、万一乾電池び消耗していてを、ラジオを使ラことびでをま 
ず。1年に1度、防災の曰などに残量のお認をしてください。 


U チウム電池の巧量を知るには 

電池切換つまみを U チウム電池側に合わせて、ラジオの電源をいれ、電ミ也残量ボタン 
を押しまず。ランプの点なび2つし U 下の場合は、電池を取り換えてください。 U チウ 
ム電ミ也は非常時の予備用につさ、早目に取り換えることをおすすめしまず。 


U チウム電池を交換ずるには 



1リチウム電池入れのネジを、コインなどでちに回してふたを開ける 
2新しいリチウム電池 CR-123A (別売り）を、+と一の向きを正しく入れる 
3ふたを閉め、ネジをちに回ず 


ffi 用上のご注意 

取り扱いについて 


• 落としたり、強いショックを与えたりしないでください。故障の原因になります。 

• イヤホンのコードを強く引っぱ5ないでください。 

• 次のよラな場所には置かないでください。 

一温度び非常に高い所 (40 でや低い所 (0 で 
-直射曰光のあたる場所や暖房器具の近く。 

一風呂場など湿気の多い所。 

一窓を閉めをった自動車内(特に夏季)。ほこりの多い所。 

• ラジオ内部に液体や異物を入れないでください。 

•巧れたとさは、柔5かいなでか5ぶさしてください。シンナーやベンジンは表面をいため 
ますので使わないでください。 

• キャッシュカード、定期券など、磁気を利用したカード類をスピーカーに近づけないでく 
ださい。スピーカーの磁石の影響でカードの磁気が変化して使えなくなることびあります。 

• このラジオのテレビ音青回路は、 FM 放送の受信回路と兼用であるため、一部の地域ではテ 
レビ2、または3チャンネルの音亩を受信中、 FM 放送が混じって聞こえることびあります。 
このときは、ソニーの相談窓口または、おおくのソニーサービス窓口にご相談ください。 

防水性についてのごま意 

このラジオは、をかの雨や雪、水しぶきのかかるところでも使える防滴機構になっていますび、 
次の点に十分ごを意ください。 

• 大量に水をかけないでください。 

• 水の中につけないでください。 

• 水びかかったり、か中に落ちた場含は、すぐ引き上げて、乾いた巧で水分を拭き取ってく 
ださい。特に 電池ぶた內部は防滴機構ではありません。電池は鐘びることがあり まずので、 
電池入れの中わ]^: TF のよラに拭を取ってください。 

一電池ぶたの開閉は、水のかか5ないところで、乾いた手で行います。 

一 電池と、電池入れの中をよ<拭さ取ります。特に、端テ部分に水分び残5ないよラにし 
ます。 

• スピーカー内に水び入った場合は、本体をさかさまにしてかを出してください。 


万一故障した場合は、内部を開けずにソニーの相談窓口またはお買い上げ店、ソニーサー 
ビス窓□にご相談ください。 


主な仕様 

受信周波数 FM : 76〜108 MHz ( TV 1 〜3チャンネル ）*i 

AM : 530〜1605 kHz 

スピーカー 直径 7.7 cm 丸形 3.2 0 1 個 

出力端子 ◎ (イヤホン）端子 （0 3.5 mm 5ニジャック ） 1個 

実用最大出力 150 mW ( JEITA *2) 

電源 DC 3 V 、 単1、単2または単3あ乾電池、各2本または U チウム電 

池 CR -123 A 1本 

最大があ寸法 約 172X133X62.7 mm (幅 x 高さ x 奥行） ( JEITA ) 

質量 約 671 g (単1形乾電池、 U チウム電池含む） 

巧上アナ□グテレビ放送は2011年7月までに終了することび、国の法をによって定め6れて 
います。±也上アナ□グテレビ放を終了後は、本機ではテレビの音声を聞くことはでさません。 
* 2 JEITA (電子情報技術産業協会）規格による測定値です。 

付属品 

ソニー 単1形乾電池（お試し用*) (2) 

キャリングベルト （1) 

蓄光 シール （1) 

取扱説明書•保証書 （1) 

ソニーご相談窓□のご案内 （1) 

M 寸属の乾電池はお試し用です。購入する場合は ソニー アルカリ乾電池をおすすめし 

よ弓 - 〇 


本機の仕様および外観は、改良のため予告なしに変更ずること 
びあ D ますび、ご了承ください。 


巧証書とアフターサービス 


保記書 

• 所定事項の記入および記載内容をお確かめのラえ、大切に保存してください。 

• 保証期間はお買い上げ曰より1年間です。 

アフターサービスについて 

調子が悪いとさは 

この説明書をちラー度ご賣になってお調べください。 

それでも具合の悪いときは 

ソニーの相談窓□またはお買い上げ店、添付の r ソニーご相談窓□のご案刚にあるおおくのソ 
ニーヴービス 窓口にご相談ください。 

保証期間中の修理は 

保罰書の記載内容に基づいて修理させていただきます。詳しくは保証書をご覧くださし、。 

保証期間経過後の修理は 

修理によって機能び維持できる場合は、ご要望によ0有料修理させていただきます。 

部品の保有期間について 

当社ではラジオの補修用性能部品(製品の機能を維持するために必要な部品)を、製造打ち切り 
後6年間保有しています。この部品保有期間を修理可能な期間とさせていただきます。保有期間 
び経過した後も、故障箇所によっては修理巧能の場合びありますので、ソニーの相談窓□また 
はお買い上げ店、サービス窓口にご相談ください。 


よ<あるお問い合わせ、解ミ夫方法などは 
ホームページをごる用ください。 


http://www.sony.co.jp/support 



ソニー株式会社 干1 08-007 日東京都港区港南1 -7-1 

http://www.sony.co.jp/ 










